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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】既存床に新規床材を極めて安価に張り付けるこ
とができ、かつ、張り替えなどのメンテナンス性に優れ
た床材の施工方法を提供する。
【解決手段】既存床材２に新規床材１を上張りする工法
であって、前記既存床材と前記新規床材とが変成シリコ
ン接着剤を用いて接着し、前記既存床材の長手方向と、
前記新規床材の長手方向を直交して貼り付ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既存床材に新規床材を上張りする床材の施工方法であって、
　前記既存床材と前記新規床材とが変成シリコン接着剤を用いて接着し、
　前記既存床材の長手方向と、前記新規床材の長手方向を直交して貼り付けられる、
ことを特徴とする床材の施工方法。
【請求項２】
　前記新規床材の貼付け面は、塩化ビニール層、あるいはポリエチレン層、あるいはポリ
プロピレン層のいずれかの層を設けられていることを特徴とする請求項１に記載の床材の
施工方法。
【請求項３】
　前記床面の素材は、既存フローリング、クッションフロア、塩ビタイル、長尺フロア、
コルクタイルのいずれかの素材、あるいは複合された素材であることを特徴とする請求項
２記載の床材の施工方法。
【請求項４】
前記新規床材は、サネを有しており、前記サネの長さが、３ｍｍ以上から１０ｍｍ以下の
範囲であることを特徴とする請求項２または３記載の床材の施工方法。
【請求項５】
前記新規床材は、サネを有しており、前記サネの長さが、４ｍｍ以上から１０ｍｍ以下の
範囲であることを特徴とする請求項２または３記載の床材の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、床材の施工方法に係り、特に既存床上に重ねて張り付けるのに適する床材の施
工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フローリングの貼り替え施工において、既存のフローリングを剥がし、根太に直
接張り付けたり、ベニヤ等に張り付けたり、或いはコンクリートスラブに直接張り付ける
直張り方法などが知られている。
　しかしながら、上記工法は施工に工期と費用がかかり、さらに撤去した廃材を含む大量
のゴミも出るため、コストの低減や環境への配慮から既存のフローリングに薄いフローリ
ングなどを重ね張りする工法（上張り）が新たに知られるようになっている。
【０００３】
　ところが、上張り工法は既存のフローリング上に重ねて張り付けるため、下地となる床
材の状態によっては、既存床材を剥がして施工する必要があるなどの問題もあった。
　例えば、下地となるフローリングが経年劣化によってクッション材などが変形していた
場合、その部分が不陸となり、デコボコになるなど仕上がりが悪くなる上に、床鳴りなど
の原因となってしまうというものである。
　また、既存フローリング床材に直接張り付ける場合に、ステープルなどの釘を用いた場
合、既存フローリングが損傷し、次回の張り替えでは全面張り替えが必要となってしまう
などの問題もあった。
【０００４】
　特許文献１では、既存床材へ両面テープとステープルにより貼り付けを行う上張り工法
が開示されている。このように、ステープルを用いる工法の場合、既存床材を著しく損傷
するため、再敷設を行う場合、総張り替えを要するリスクが増大する問題がある。
【０００５】
　特許文献２では、既存床材と新規床材との間に下地部材を挟み、下地部材を介すること
による歩行感の向上と、既存床材が有する不陸の問題を解消することを目的とした上張り
工法が開示されている。
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　しかしながら、上記発明は下地材を敷設するなどの工程が必要となるためコスト増とな
り、既存床材に下地部材を敷設する際に用いる接着剤や両面テープによっては、数年後に
再敷設をする際の撤去時に既存床表面を損傷する可能性があり、下地調整などに手間取り
非効率になることから総張り替えの方が良いという結果になりかねない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開2002-155617
【特許文献２】特開2012-246663
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記問題を鑑みて発明されたものであり、既存床に新規床材を極めて安価に張
り付けることができ、かつ数年後の再敷設の際に張り替えなどのメンテナンス性も考慮に
入れた床材の施工方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の床材の施工方法は、既存床材に新規床材を上張りする床材の施工方法であって
、前記既存床材と前記新規床材とが変成シリコン接着剤を用いて接着し、前記既存床材の
長手方向と、前記新規床材の長手方向を直交して貼り付けられる、ことを特徴とする。
　また、前記新規床材の貼付け面は、塩化ビニール層、あるいはポリエチレン層、あるい
はポリプロピレン層のいずれかの層を設けられていることが好ましい。
　さらに、前記床面の素材は、既存フローリング、クッションフロア、塩ビタイル、長尺
フロア、コルクタイルのいずれかの素材、あるいは複合された素材であることが好ましい
。
　前記新規床材は、サネを有しており、前記サネの長さが、３ｍｍ以上から１０ｍｍ以下
の範囲であることが好ましく、４ｍｍ以上から１０ｍｍ以下の範囲であることがより好ま
しい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、前記既存床材の長手方向と、前記新規床材の長手方向を直交して貼り
付けられることにより十分な強度を得られ、さらに不陸の問題が解決されると共に、変成
シリコン接着剤が既存床材の不陸の問題を解消し、床鳴りなどの不具合も防ぐことができ
る。また、変成シリコン接着剤はクッションの役目も果たすため、新規床材にクッション
材を設けなくても歩行感が向上し、仕上がり感の良い床材の施工方法を提供することがで
きる。
【００１０】
　また、本発明によれば、新規床材の貼付け面に、塩化ビニール層、あるいはポリエチレ
ン層、あるいはポリプロピレン層を設けているので、貼り替え時に簡単に剥がすことが可
能であり、再敷設を効率的に行うことが可能となる。
【００１１】
　さらに、本発明によれば、サネの寸法を調整することによって、接着剤がはみ出さない
施工方法を提供できる。
　また、施工途中で一部だけ抜き取らねばならない状況になっても容易に抜き取りを行う
ことが可能であり、隣接する床や既存床材を損傷するリスクも低減できる。
【００１２】
　本発明によれば、床材の床面に対する接着強度を強固にできると共に、床材を床面から
はがすことが容易であり、床材の張り替え、修復、メンテナンスに適した床材の施工方法
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の実施例１を示す図である。
【図２】本発明の実施例２を示す図である。
【図３】本発明の実施例３のフローリング床材の施工方法の図。
【図４】比較例のフローリング床材の施工方法の図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
本発明の床材の施工方法は、既存床材の上に新規床材を貼り付ける工法であって、床材、
特にフローリング床材の貼付け面に、塩化ビニール層、あるいはポリエチレン層、あるい
はポリプロピレン層のいずれかの層を設け、変成シリコン接着剤を用いて、前記既存床材
の長手方向と、前記新規床材の長手方向が直交するように貼り付けられることを特徴とす
る床材の施工方法である。
【００１５】
ここで、前記床面の素材は、既存フローリング、クッションフロア、塩ビタイル、長尺フ
ロア、コルクタイルのいずれかであることを特徴とする。
【実施例】
【００１６】
本発明のフローリング床材の施工方法の実施例について、以下説明する。
【００１７】
（実施例１）
　図１は、本発明の実施例１のフローリング床材の施工方法の図である。
　既存床材２の長手方向に対して、新規床材１の長手方向を直交させた上で、変成シリコ
ン接着剤を用いて既存床材上に、新規床材（フローリング）１を合決りで敷設する。
【００１８】
　変成シリコン接着剤は貼付け面が水平になるように塗布する。
　これにより、既存床材の不陸が解消され仕上がりがよくなり、変成シリコン接着剤はク
ッションの役目も果たすので、施工後の歩行感も向上する。
【００１９】
　また、施工途中で一部だけ抜き取らなければならない状況が起きた場合でも、両面テー
プやステープルなどを使うのにくらべ容易に抜き取りを行うことができ、隣接する床や既
存床材を損傷するリスクも少なくできる。
【００２０】
（実施例２）
図２は、本発明の実施例２の、サネが形成されているフローリング床材の図である。
図２（ａ）は、フローリング床材１１の一方向にサネ８が形成されている場合、図２（ｂ
）は、フローリング床材１２の二方向にサネ８１が形成されている場合である。
　Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３は、いずれもサネの長さ寸法である。
【００２１】
Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３は、３ｍｍ以上から１０ｍｍ以下の範囲であることが好ましく、４ｍｍ
以上から１０ｍｍ以下の範囲であることがより好ましい。
サネの長さが３ｍｍ未満であると、変成シリコン接着剤が、はみ出る場合があり、また
サネの長さが１０ｍｍを超えると、フローリング床材を修復のためはがす作業にて、フロ
ーリング床材が割れる場合がある。
【００２２】
（実施例３）
図３は、本発明の実施例３のフローリング床材の施工方法の図であり、特にメンテナンス
などで張り替えを行う場合の実施例である。実施例３では、フローリング床材（下地）の
上に、フローリング床材（上張り）を接着後に、前記フローリング床材（上張り）を剥が
した後の状態である。ここで、前記フローリング床材（上張り）には塩化ビニール層が設
けられており、また、フローリング床材（下地）と、フローリング床材（上張り）との接
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【００２３】
図３（ａ）は、剥がした後フローリング床材（上張り材）裏面の状態であり、フローリン
グ床材（上張り）の裏面に塩化ビニールシート層があるため、接着剤がほとんど付着して
いない上に残った変成シリコン接着剤も容易に剥がすことができる。図３（ｂ）は、フロ
ーリング床材（上張り）を剥がした後のフローリング床材（下地）の状態であり、残った
変成シリコン接着剤は、容易に剥がすことが可能である。
　なお、フローリング床材の裏面に用いる素材として塩化ビニール層の他に、ポリエチレ
ン層、あるいはポリプロピレン層等が好適に用いられる。
【００２４】
（比較例）
図４は、比較例のフローリング床材の施工方法の図である。比較例では、フローリング床
材（下地）の上に、フローリング床材（上張り）を接着後に、前記フローリング床材（上
張り）を剥がした後の状態である。ここで、前記フローリング床材（上張り）には塩化ビ
ニール層は設けられておらず、また、フローリング床材（下地）と、フローリング床材（
上張り）との接着には、変成シリコン接着材を使用した。
【００２５】
図４（ａ）は、剥がした後フローリング床材（上張り材）裏面の状態であり、フローリン
グ床材に直接、変成シリコン接着剤が残っているので、変成シリコン接着剤を剥がすこと
に手間を要する。図４（ｂ）は、フローリング床材（上張り）を剥がした後のフローリン
グ床材（下地）の状態であり、残った変成シリコン接着剤は、容易に剥がすことが可能で
ある。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
本発明によれば、既存床に新規床材を極めて安価に張り付けることができ、かつ、張り替
えなどのメンテナンス性に優れた床材の施工方法を提供することができる。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　　新規床材（フローリング床材）
　　２　　既存床材
　　１１，１２　フローリング床材
　　８，８１　　サネ
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